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１．研究計画の概要 
本研究は、宇宙の局所非一様性に関する観測
データを用いて、ダークエネルギー、ダーク
マター（暗黒物質）のモデル、および重力理
論の変更によって宇宙の加速膨張を説明す
る代替重力理論に新たな制限を付けること
を目的とする。 
 
２．研究の進捗状況 
(1)球対称な非線形構造による積分 ISW 効果
を数値的および解析的方法による推定。 
(2)加速膨張宇宙における天球上の温度揺ら
ぎのパターンと非線形構造の関係の理解。 
(3)観測データが示唆する非線形構造の大き
さと密度揺らぎの大きさの推定。 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進展している。 
宇宙背景マイクロ波背景輻射と大規模構造
の観測の示唆する線形および非線形構造の
推定はほぼなされた。 
 
４．今後の研究の推進方策 
今後はこれらの特異な超大規模構造もしく
は非ガウス的線形揺らぎをうまく説明する
重力理論の推定およびそれらの制限が必要
である。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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